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【はじめに】 

全国環境研協議会酸性雨広域大気汚染調査研究部会（以下，「部会」）では，日本全域を対象に酸性沈着を

はじめとする広域大気汚染の実態を把握する目的で 1991 年度から調査を実施している。1999 年度からは湿

性沈着に加えてフィルターパック法（以下，「FP 法」）による乾性沈着調査を実施しており，今回は 2020 年

度の乾性沈着（FP 法による粒子･ガス成分濃度）調査結果の概要について報告する。 

【調査方法】 

全国を 6 地域（北部［NJ］4 地点，日本海側［JS］5 地点，東部［EJ］6 地点，中央部［CJ］5 地点，西

部［WJ］4 地点，南西諸島［SW］2 地点）に区分した計 26 地点で調査を行った。調査方法は環境省マニュ

アル 1)に準拠した実施要領に基づいて実施しており，試料採取周期は 1～2 週間，吸引速度は 1～4 L min-1と

調査機関ごとに異なる。部会において，各調査機関から提出された調査結果の確定作業を行い，地点別に月・

年平均濃度を算出し，地域区分間の比較を行った。 

【結果と考察】 

はじめに，粒子・ガス成分濃度の地

域特性を把握するため，2020 年度の

年平均値を地域ごとに比較した。大

陸から輸送されてくる成分として代

表的な nss-SO4
2-(p)及び関連成分であ

る SO2(g)について図１に示す。nss-

SO4
2-(p)及び SO2(g)はWJで最も高く，

過去の調査 2)と同様、越境汚染の影響

がみられた。 

続いて，2020 年度に

おける粒子・ガス成分濃

度の季節変動を把握す

るため，各月の平均値を

地域ごとに比較した。

SO2(g)，nss-SO4
2-(p)及び

NH4
+(p)について図２に

示す。SO2(g)は WJ にお

いて春季に高くなる傾向がみられ，過去の調査においても同様の傾向がみられた。一方，nss-SO4
2-(p)につい

ては，例年と同様 WJ において SO2(g)とともに春季に上昇する傾向がみられたことに加え，NJ を除く全国で

8 月に濃度が急上昇した。また，NH4
+(p)についても，8 月に SW，WJ，CJ 及び JS で濃度が上昇し，例年とは

異なる傾向がみられた。日本列島中部における 8 月上旬の後方流跡線図は，九州・中国地方及び太平洋沖へ

伸びており，7 月中旬頃から火山活動が活発であった西之島や 3)九州南部の火山から発生した火山性ガスが，

日本列島付近で陸上を起源とするアンモニアと反応し，粒子化した様子が窺えた 4)。 
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図２ 各地域における大気中成分濃度の季節変動 

図１ 各地域における大気中成分濃度の年平均値 


